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特　　　　集

キャンパスインフォメーションシステム

伊東栄典*

平成13年3月,学内の情報通信環境を整備するために, 「キャンパスインフォメー

ションシステム」および「情報ネットワーク活用支援システム」を導入しました。 「キャ

ンパスインフォメーションシステム」は,下記三つの部分システムから構成されてい

ます。

●キャンパスインフォメーション端末装置

●キャンパスインフォメーションサーバ

●キャンパスインフォメーション支援システム

本稿ではこれらのシステムについて紹介します。

1　キャンパスインフォメーション端末装置

このサブシステムは主にパーソナルコンピュータ(以下PC)から成ります。現在,

インターネットは教育や研究,生活に不可欠な情報基盤になっています。そこで,ネッ

トワークを介して様々な情報を利用する環境を充実するために,学生あるいは教職員

が利用できるPC端末を設置した「情報サロン」と呼ぶ施設を学内数箇所に設置しま

す。機器構成は導入組織により一部異なっていますが,基本的にWindows2000を搭

載したPC端末を設置することになっています。

情報サロンが整備される場所を表1に示します。

表1:情報サロン

設置場所 整備内容

中央図書館

附属図書館医学分館

附属図書館六本松分館

筑紫地区図書室

工学部図書室(保存図書館)

箱崎地区課外活動共用施設

留学生センター

国際交流会館

21世紀交流プラザ

第二情報サロンを4階に新設。 20台のPCを設置。

現有の情報サロンに20台のPCを増設。

現有の情報サワンに16台のPCを増設。

現有の情報サロンに15台のPCを増設。

現有の情報サロンに20台のPCを増設。

情報サロンを新設。 10台のPCを設置。

情報サロンを1階ロビーに新設。 12台のPCを設置。

情報サロンを新設。 35台のPCを設置。

情報サロンを新設。 15台のPCを設置。

*九州大学情報基盤センター研究部
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キャンパスインフォメーションシステム

図1にキャンパスインフォメーション端末装置の概念図を示します。
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図1:キャンパスインフォメーション端末装置

各情報サロンに設置されるPC端末は,富士通社の「FMV-6800CX6」です。 OSと

してマイクロソフト社のWindows2000が搭載されています。また,ソフトウェアと

してマイクロソフト社の0伍ce2000が利用可能です。附属図書鰭,留学生センター,

国際交流会館では日本人以外の方が利用される事が多いため,多国語に対応するよう

に設定されています。詳細な利用方法につきましては,運用部局にお尋ね下さい。

2　キャンパスインフォメーションサーバ

このサブシステムは情報提供を行なうためのデータベース(DBと略称)で構成され

ています。核となる主DBサーバ, DB開発あるいはDB利用のためのPC群,およ

び周辺装置としてのプリンタやwwwサーバから構成されています。これらを利用

して,学内向けの情報提供サービスを行なう予定です。

図2にキャンパスインフォメーションサーバの概要を示します。

3　キャンパスインフォメーション支援システム

このサブシステムは,電子掲示版やキオスク端末など,具体的に情報提供を行なう

ための機器から構成されています。図3にキャンパスインフォメーション支援システ
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図2:キャンパスインフォメーションサーバ

ムの概要を示します。

情報アクセスキオスク端末

学内各地に設置されるキオスク端末は,設置場所の建物案内などに用いられる予定

です。実際には導入組織で利用方法は異なります。

電子掲示板システム

電子掲示版システムは,大型のプラズマディ

スプレイと,ノート型PCから構成されていま

す。 PCの画面出力をディスプレイに表示する

ことで,掲示内容を画面に掲載します。また,

ネットワークから遠隔制御する仕組みも導入し

ています。

衷2に、情報アクセスキオスク端末および電子掲示版システムの設置場所を示し

ます。
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キャンパスインフォメーションシステム

図3:キャンパスインフォメーション支援システム

表2:キャンパスインフォメーション支援システム設置場所

設置場所

情報アクセスキオスク端末 中央図書館

附属図書館医学分館

附属図書館六本松分館

筑紫地区図書室

情報基盤センター

事務局第一・二庁舎

記念講堂

21世紀学生交流プラザ

電子掲示版システム 中央図書館

附属図書館医学分館

附属図書館六本松分館

筑紫地区図書室

課外活動共用施設

国際交流会館

情報基盤センター

事務局第一・二庁舎

記念講堂

21世紀学生交流プラザ

国際研究交流プラザ
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AO判カラープリンタ

AO判の大きさで印刷可能なカラープリンタです。情報基盤センターで利用可能で

す。専用ドライバを組み込む事で, WindowsまたはMacintoshから印刷データを作

成可能です。また,ポストスクリプト3形式のデータも印刷可能です。印刷方法の詳

細については,情報基盤センター研究用システムの下記wwwページでも参照可能

です。

http : //www. cc. kyushu-u. ac. jp/scp/service/aOprinter. html

ただし,このAO判カラープリンタを利用するためには,情報基盤センター研究用シス

テム-の登録が必要です。なお,登録可能な方は国内の研究機関所属の方のみです。利用

登録については情報基盤センター共同利用掛(内線:2305, kyodo◎cc. kyushu-u. ac. jp)

-お尋ね下さい。

リモートアクセスサーバ

平成12年4月より,情報基盤センターでは,学内の学生・教職員向けに, 「リモー

トアクセスサービス」と名付けた電話回線によるインターネット接続サービスを提供

しています。混雑を解消するた桝こリモートアクセスサーバを増強し,利用回線を増

加します。

リモートアクセスサービスについては,下記をご参照下さい。

●学生

情報基盤センタ一編: "教育用システム利用の手引2001年度版"

http : //www. cse. ec.kyushu-u. ac. jp/manual/Tebiki2001/tebiki.html

●教職員

伊東栄典: "リモートアクセスサービスの利用方法"

情報基盤センター広報(学内共同利用版), Vol.1, No.l pp.20-32, 2001.

4　おわりに

今年度導入される「キャンパスインフォメーションシステム」について概説しまし

た。この記事を執筆している現在(2001年9月),システムの導入は完了していないた

め,実際に利用する場合,この記事の内容と異なる可能性があります。情報サロンの

PC端末などを利用する場合,使い方などにつきましては運用部局にお尋ね下さい。
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キャンパスインフォメーションシステム

病院地区　　附属図書館医学分室

六本松地区

附属図書鋸六本松分室

筑紫地区

筑紫地区図書室

図4:設置場所
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その他

国際交流会舘(香椎浜)

国際研究交流プラザ(酉薪)
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